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連
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地
域
の
農
林
水
産
品
で
、
能
登
を
元
気
に
！
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▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第③回

▼
能
登
の
現
地
視
察

昨
年
12
月
に
石
川
県
の
能

登
半
島
に
行
く
機
会
を
得

た
。
羽
田
を
朝
立
ち
飛
行
機

で
眼
下
の
白
く
雪
で
覆
わ
れ

た
ア
ル
プ
ス
を
越
え
る
と
60

分
で
、
の
と
里
山
空
港
に
到

着
し
た
。
雪
が
あ
る
か
と
思

い
厚
着
を
し
た
が
、
晴
天
で

温
か
く
感
じ
る
海
辺
の
景
色

の
中
に
身
を
置
い
た
。
仲
間

は
、
全
員
で
10
人
。
埼
玉
県

春
日
部
市
で
大
型
の
温
泉
施

設
を
所
有
す
る
会
社
が
、
能

登
の
農
林
水
産
品
を
首
都
圏

に
提
供
し
、
能
登
と
春
日
部

の
双
方
の
地
域
活
性
化
を
進

め
て
い
る
。
そ
の
一
環
の
、

現
地
視
察
旅
行
の
中
の
一
人

と
し
て
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。

能
登
半
島
は
「
能
登
の
里

山
里
海
」
と
し
て
２
０
１
１

年
６
月
に
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
農
業
遺
産
の
認
定
を
受
け

て
お
り
、「
棚
田
や
た
め
池

で
形
成
さ
れ
る
里
山
の
景
観

と
、
海
女
漁
、
揚
げ
浜
式
製

塩
な
ど
、
里
海
の
資
源
を
活

用
し
た
伝
統
技
術
が
受
け
継

が
れ
て
い
る
。
農
村
の
暮
ら

し
と
結
び
つ
い
た
風
習
や
文

化
も
多
い
」
の
が
特
徴
と
さ

れ
て
い
る
。

今
回
の
視
察
旅
行
で
は
、

実
際
に
能
登
で
、
牡か

き蛎
の
養

殖
現
場
と
生
産
者
、
定
置
網

の
漁
師
、
輪
島
の
朝
市
と
朝

市
代
表
者
、
長
芋
の
生
産
地

と
生
産
者
、
竹
材
チ
ッ
プ
に

よ
る
発
酵
熱
を
利
用
し
た
黒

ニ
ン
ニ
ク
製
造
と
開
発
者
、

千
枚
田
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
能
登
牛
の
生
産
地
、
さ

ら
に
伝
統
的
な
御
陣
乗
太
鼓

の
演
者
、
輪
島
キ
リ
コ
会
館

な
ど
を
訪
問
し
た
。
宿
泊
し

た
の
は
、
輪
島
塗
で
仕
上
げ

ら
れ
た
輪
島
な
ら
で
は
の
民

宿
で
、
初
め
て
の
体
験
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
視
察
・
体
験
の

ほ
か
、
有
名
な
高
級
旅
館
・

加
賀
屋
や
、
月
刊
誌
『
コ
ロ

ン
ブ
ス
』
の
古
川
猛
編
集
長

が
輪
島
に
設
置
し
た
地
域
交

流
館
に
も
立
ち
寄
っ
た
。
ま

た
、
輪
島
市
役
所
の
関
係
部

課
長
、
石
川
県
奥
能
登
農
林

総
合
事
務
所
の
所
長
・
部
課

長
を
訪
問
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
世
界
農
業
遺
産
の

認
定
や
北
陸
新
幹
線
の
開
通

に
よ
り
観
光
客
の
入
り
込
み

も
増
え
、
能
登
や
輪
島
も
人

気
に
な
っ
て
い
る
が
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
農
林

水
産
業
の
後
継
者
不
足
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。

▼
能
登
を
元
気
に
す
る

民
間
の
立
場
で
、
地
方
と

首
都
圏
を
つ
な
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
、
能
登
の
活
性
化
と

持
続
可
能
性
確
保
に
貢
献
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
能
登
の
牡
蛎
、
定
置

網
で
の
多
種
多
様
サ
イ
ズ
の

活
魚
、
長
芋
な
ど
農
水
産
品

を
直
送
す
る
物
流
・
販
売
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
計
画
で

あ
る
。
能
登
牛
を
増
産
す
る

現
地
体
制
の
整
備
な
ど
は
、

役
所
と
相
談
し
計
画
す
る
。

ま
た
、
竹
チ
ッ
プ
の
発
酵
熱

で
手
付
か
ず
の
竹
材
を
活
用

す
る
。
こ
れ
は
千
葉
県
に
も

技
術
移
転
さ
せ
よ
う
と
し
て

そ
れ
か
ら
10
年
経
ち
、
い
ま

や
っ
と
復
興
し
た
。

原
発
や
地
震
に
対
す
る
リ

ス
ク
に
対
し
て
、
原
発
事
故

を
想
定
し
た
避
難
演
習
や
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
中
能

登
で
も
行
わ
れ
た
。
原
発
事

故
、
特
に
放
射
能
飛
散
事
故

が
起
こ
れ
ば
図
の
よ
う
に
、

半
径
30
㌔
㍍
の
範
囲
に
あ

り
、
奥
能
登
は
孤
立
す
る
。

金
沢
大
学
の
避
難
時
間
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
広

域
の
避
難
に
な
る
と
、
渋
滞

が
起
き
避
難
時
間
が
長
く
な

る
。
雪
の
季
節
、
台
風
や
豪

雨
強
風
の
日
、
夜
間
、
さ
ら

に
道
路
が
寸
断
し
た
場
合
な

ど
で
は
、
避
難
困
難
に
陥
り

人
災
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

原
子
力
規
制
員
会
の
新
規

則
基
準
で
の
合
格
認
定
で

は
、
新
た
に
シ
ビ
ア
ア
ク
シ

デ
ン
ト
対
策
と
し
て
航
空
機

の
衝
突
や
テ
ロ
な
ど
の
可
能

性
も
対
策
要
件
に
あ
る
が
、

困
難
さ
も
残
る
。
耐
震
・
耐

津
波
性
能
の
強
化
も
活
断
層

や
日
本
海
に
面
し
て
お
り
、

不
測
の
事
態
が
起
こ
り
得
る
。

私
の
心
配
の
タ
ネ
は
、
機

器
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
お
け
る

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
で
あ

る
。
原
発
の
部
品
は
１
０
０

０
万
点
を
超
え
る
と
い
い
、

そ
の
部
品
の
接
合
部
や
結
合

部
は
、
隠
れ
て
見
え
な
い
箇

所
が
普
通
で
あ
り
、
応
力
集

中
の
巣
で
も
あ
る
。
沸
騰
水

型
原
発
で
は
、
放
射
能
を
帯

び
た
蒸
気
や
復
水
が
流
れ

る
。
定
期
検
査
に
お
け
る
、

保
守
点
検
へ
の
設
計
指
示
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
？

原
発
の
直
接
・
間
接
の
発

電
コ
ス
ト
は
、
３
・
11
以
降

の
事
故
対
策
経
費
で
増
々
高

額
と
な
っ
た
。
先
週
は
、
東

芝
の
原
子
力
事
業
で
の
大
幅

な
損
失
発
生
が
ニ
ュ
ー
ス
に

な
っ
た
。
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
発

生
リ
ス
ク
や
高
コ
ス
ト
に
よ

り
原
発
は
、
も
は
や
失
速
が

明
確
と
な
っ
た
。

大
事
故
の
可
能
性
の
な
い

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
が
必
須

で
あ
る
。

原
発
で
の
雇
用
で
な
く
、

地
域
の
資
源
を
活
か
し
て
雇

用
や
生
計
を
維
持
す
る
方
法

は
、
こ
こ
で
述
べ
た
よ
う
に

い
く
ら
で
も
あ
る
。
民
間
の

事
業
者
が
行
う
地
方
の
元
気

づ
く
り
に
、
私
も
関
わ
れ
る

こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み

は
、
従
来
あ
っ
た
地
域
産

業
を
再
構
築
し
、
活
力
と

雇
用
を
生
み
出
す
。
こ
れ

は
本
コ
ラ
ム
の
主
題
に
合

致
す
る
「
地
域
の
地
域
に

よ
る
地
域
の
た
め
の
農
林

穴水湾での牡蛎養殖

志賀原発からの半径エリア

16年国内風力発電導入量、195MWに ◆開◆催◆告◆知◆

国際シンポジウム「REvision2017
自然エネルギーが切り拓く未来」

自然エネの今を知るシンポ
「REvision」開催

風
力
発
電
の
16
年

世
界
導
入
累
計
量
は
４
８
７
㌐
㍗

累
計
で
は
３
２
３
４
㍋
㍗

累
計
・
単
年
と
も
国
別
導
入
量
で
ト
ッ
プ
走
る
中
国

一
般
社
団
法
人
日
本
風
力
発
電

協
会
（
Ｊ
Ｗ
Ｐ
Ａ
、
代
表
理
事

：

髙
本
学
氏
）
は
こ
の
ほ
ど
、
国
内

の
風
力
発
電
導
入
の
状
況
を
調
査

し
、
そ
の
結
果
を
速
報
と
し
て
公

表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年

12
月
末
ま
で
の
風
力
発
電
の
累
積

導
入
量
は
３
２
３
４
㍋
㍗
。
導
入

さ
れ
た
風
力
発
電
機
の
累
計
は
２

１
７
５
基
、
発
電
所
は
４
４
６
カ

所
と
な
っ
た
。

２
０
１
６
年
の
単
年
で
の
導
入

量
は
１
９
５
㍋
㍗
、
発
電
機
98

基
、
13
発
電
所
。
２
０
１
５
年
単

年
の
導
入
量
で
あ
る
２
４
４
㍋
㍗

を
下
回
る
も
の
の
、
２
０
１
６
年

４
月
～
２
０
１
７
年
３
月
の
２
０

１
６
年
度
で
は
３
０
０
㍋
㍗
が
導

入
さ
れ
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
２
０
１
５
年
度
の
１
５
７
㍋

㍗
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
２
０
１
６
年
度
の
導
入

量
は
３
３
７
８
㍋
㍗
と
推
定
し
て

い
る
。

０
７
㍋
㍗
、
日
立
製
作
所
・
富
士

重
３
６
０
㍋
㍗
な
ど
。

都
道
府
県
別
の
２
０
１
６
年
度

末
ま
で
の
推
定
累
計
導
入
量
で

は
、
３
８
０
㍋
㍗
超
で
１
位
の
青

森
県
に
対
し
、
３
６
０
㍋
㍗
に
迫

る
勢
い
の
秋
田
県
が
肉
薄
、
約
３

５
０
㍋
㍗
の
北
海
道
を
抜
い
て
２

位
に
浮
上
し
た
。

調
査
で
は
、
２
０
１
６
年
末
の

時
点
で
環
境
影
響
評
価
法
に
基
づ

く
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続
き
の

過
程
に
あ
る
風
力
発
電
案
件
の
合

計
が
１
０
０
０
万
㌗
超
え
て
い
る

こ
と
を
指
摘
。
こ
れ
ら
が
ア
セ
ス

を
通
過
し
計
画
通
り
に
建
設
が
進

め
ば
、
２
０
２
０
年
代
の
早
い
段

階
で
の
１
０
０
０
万
㌗
導
入
も
可

能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
風
力
導
入
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
に
対
す
る
系
統
の
整
備
が
追
い

付
い
て
い
な
い
現
状
も
指
摘
。
特
に

風
況
の
良
い
東
北
地
方
や
北
海
道
で

は
、
現
状
導
入
さ
れ
て
い
る
設
備
だ

け
で
な
く
、
開
発
中
風
力
発
電
プ
ロ

２
０
１
６
年
度
末
ま
で

の
推
定
累
計
導
入
量
を
メ

ー
カ
ー
別
に
見
る
と
、
ヴ

ェ
ス
タ
ス
（
デ
ン
マ
ー

ク
）
系
が
６
０
８
㍋
㍗
で

最
多
、
以
下
Ｇ
Ｅ
（
米

国
）
系
５
６
９
㍋
㍗
、
エ

ネ
ル
コ
ン
（
ド
イ
ツ
）
５

０
０
㍋
㍗
、
三
菱
重
工
４

ジ
ェ
ク
ト
も
多
い
。
環
境
ア
セ
ス
段

階
以
降
に
あ
る
全
案
件
中
、
約
90
㌫

も
が
こ
の
地
域
に
集
中
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
系
統
接
続
の
制
約
も
顕
在

化
し
て
い
る
。
調
査
は
、
電
力
会
社

な
ど
に
よ
る
「
具
体
的
な
対
応
方
策

の
検
討
」
が
「
早
期
に
結
果
が
公

表
」
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
し

て
い
る
。

洋
上
風
力
に
関
し
て
は
、
港
湾

法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
港
湾
区

域
に
お
け
る
事
業
占
用
許
可
の
期

間
と
手
続
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と

を
プ
ラ
ス
の
材
料
と
し
て
指
摘
。

２
０
１
６
年
４
月
に
７
㍋
㍗
発
電

が
稼
働
、
さ
ら
に
５
㍋
㍗
発
電
が

２
０
１
７
年
３
月
に
運
開
予
定
な

ど
、
全
面
的
な
運
用
開
始
が
始
ま

り
つ
つ
あ
る
福
島
浮
体
式
洋
上
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
存
在
感
も
大
き
い
。

世
界
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議

（
Ｇ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
、
本
部
＝
ベ
ル
ギ
ー
・

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
）
は
２
月
、
調
査

を
行
っ
た
世
界
の
風
力
発
電
の
統

計
を
発
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年

末
ま
で
の
風
力
発
電
の
世
界
累
計

は
48
万
６
７
４
９
㍋
㍗
（
約
４
８

７
㌐
㍗
）。
２
０
１
５
年
ま
で
の

43
万
２
６
８
０
㍋
㍗
か
ら
５
万
４

６
０
０
㍋
㍗
と
、
10
㌫
強
の
伸
び

と
な
っ
た
。
単
年
で
の
伸
び
幅
で

最
高
値
だ
っ
た
２
０
１
５
年
の
６

万
３
６
３
３
㍋
㍗
か
ら
は
減
っ
た

も
の
の
、
依
然
と
し
て
世
界
で
は

風
力
発
電
の
導
入
量
は
大
き
く
伸

長
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
。国

別
の
累
計
導
入
量
を
見
る

え
て
い
る
中
国
が
次
点
の
米
国

の
約
８
万
２
０
０
０
㍋
㍗
に
倍

以
上
の
差
を
付
け
て
ト
ッ
プ
。

中
国
は
２
０
１
６
年
単
年
で
も

約
２
万
３
０
０
０
㍋
㍗
を
導
入
。

世
界
で
１
年
間
に
導
入
さ
れ
た

と
、
16
万
８
０

０
０
㍋
㍗
を
超

な
る
。

風
力
発
電
は
40
㌫
以
上
が
中
国

で
導
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に

公益財団法人 自然エネルギ

ー財団主催のシンポジウム「REv

ision」が今年も開催される。

今回冠されるテーマは「自然エ

ネルギーが切り拓く未来」。導

入の動きが円熟し新たなステー

ジに向かいつつある自然エネル

ギー・再生可能エネルギーの動

向を議論する。

注目される動きとして、企業

による自然エネルギー志向があ

る。現在、世界中のあらゆるジ

ャンルの企業で再エネに対する

アプローチがある。シンポジウ

ムでもセッションのひとつとし

て「ビジネスが自然エネルギー

100%を先導する」を設けて話し

合う。

毎年豪華なパネラーが揃うこ

のシンポジウム。今回も世界中

から、官学財の有識者が一堂に

会する予定だ。

◆開催日：2017年3月8日（水）

◆開催時間：10:00 ～ 18:00（開

場9:30）※日英同時通訳あり

◆会場：イイノホール（東京都

千代田区内幸町2-1-1 飯野ビ

ル4F）

◆主催：公益財団法人 自然エ

ネルギー財団

◆参加費：無料（事前登録制／

先着順）

◆連絡先：自然エネルギー財団

℡03-6866-1020

日本国内の風力発電導入累計（年別）

世界の国別風力発電導入累計トップ5
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Ｊ
Ｗ
Ｐ
Ａ
調
べ

Ｇ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
調
べ

水
産
業
」
と
い
え
よ
う
。

▼
残
る
課
題
は
原
発

能
登
は
、
日
本
海
に
細
長

く
屈
曲
し
て
北
へ
突
き
出
し

た
半
島
で
あ
る
。
突
き
出
し

部
か
ら
、
北
に
口
能
登
（
く

ち
の
と
）、
中
能
登
、
奥
能

登
と
呼
ば
れ
る
。
今
回
は
、

中
能
登
（
七
尾
市
）
と
奥
能

登
（
輪
島
市
）
を
訪
ね
た
。

奥
能
登
か
ら
首
都
圏
へ
陸

路
で
物
資
輸
送
す
る
時
に

は
、
中
能
登
を
通
る
こ
と
に

な
る
。「
の
と
里
山
海
道
」

や
「
能
越
自
動
車
道
」
な
ど

の
高
速
道
路
が
こ
の
物
流
の

幹
線
と
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ

ろ
が
、
私
が
不
安
を
感
じ
る

の
は
、「
の
と
里
山
海
道
」

の
近
く
に
あ
る
北
陸
電
力
の

志
賀
原
発
で
あ
る
。
１
号

機
と
２
号
機
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
現
在
は
稼
働
し

て
い
な
い
。
志
賀
原
発

は
、
活
断
層
が
通
っ
て
い

る
可
能
が
高
い
。

輪
島
で
は
、
２
０
０
７

年
３
月
25
日
、
半
島
沖
合

40
㌔
㍍
の
日
本
海
を
震
源

と
す
る
Ｍ
６
・
９
の
能
登

半
島
地
震
が
発
生
、
輪
島

市
は
震
度
６
で
あ
っ
た
。


